
第２３回わいわいスーパードッジボール 大会ルール 

（１）チーム 

   １チームは７名です。試合は７名 対 ７名 で行われます。 

    

（２）コート 

   コートの大きさは図のとおりです。 
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（３）試合時間 

   １試合５分間とします。 

試合終了後に内野の人数が多いほうが勝ちとします。 

試合時間内に内野全員がボールに当って、内野の数がゼロになった場合には、その時点で試合終了としま

す。 

※いかなる場合も試合時間（ストップウォッチ）は、進行し続けます。 

 

（４）抗議アピール 

   監督・選手・観客等は審判に対し、抗議・アピールすることはできません。 

 

（５）試合開始時のボールと所有権 

   試合開始前には、整列し大きな声で「お願いします」と挨拶し相手チームと握手をします。 

   試合はボール件争奪ジャンプボール対決から始まります。 

   上記の勝者が試合開始時のボール所有権を得ることができる。 

   ※ジャンプボールをした人を、相手選手は１投目で攻撃する事は、反則となります。 

     

（６）元外野 

   元外野は最初一人です。 

   元外野も相手の内野の選手をアウトにしなければ自分の内野に戻れません。 

   元外野は当てだめができませんので外野が二人以上の時、相手に当てる事により、初めて内野に戻ること

が出来ます。 

   外野は最小一人必要ですので外野が一人の場合は、相手を何人当てても、内野に戻れません。 



（７）攻撃とアウト・セーフ 

・ジャンプボールをした人を、相手選手は１投目で攻撃してはいけません。  

   ・相手のノーバウンドの投球を取れなかったり、当てられた場合にアウトになります。 

・１回のノーバウンドの投球で２名以上あたった場合は、最初の１名がアウトになります。 

・２人目はセーフとなります。顔や頭（肩より上）にボールが当たった場合はセーフです。 

・しゃがんで頭・顔に当たった場合もセーフです。但し、着衣に当たった場合はアウトになります。  

・１回味方に当たったボールを、ノーバウンドで味方が取った場合は当たった子もセーフです。 

・顔や頭の高さにきたボールを手で防いで当たった場合はアウトとなります。 

・相手が投球した時に反則があった場合は、当たってもセーフです。 

・相手にボールが当たって、外にボールが出た場合は、当てられたチームからプレーを開始します。 

・相手にボールが当たっても、相手チーム・自チーム問わず、ノーバウンドでボールをキャッチした場合は

セーフとなります。 

・女の子で髪の毛が長い子も肩より下の髪の毛にボールが触れた場合はアウトとなります。 

・アウトになったら一旦プレーを止め、アウトになったチームからプレーを開始します。 

※いかなる場合も試合時間（ストップウォッチ）は、進行し続けます。 

           

（８）外野ボールの支配権及び攻撃方法  

センターラインを中心にして、外野へ飛んだボールの支配権を決めます。 

 外野からの投球は必ずバックラインから行うものとし、サイドラインからの投球を行った場合は相手のボ

ールとなります。 

（９）内野への復帰  

外野の選手が、相手の内野の選手をアウトにした場合、味方の内野へ復帰できます。    

この場合、直ちに内野へ復帰しなくてはなりませんが、外野が一人の場合は、内野に復帰できません。 

（１０）ファールとボールの支配権（反則行為） 

「１」オーバースローライン 

ボールを投げるとき、ラインを踏んだり、超えてはいけません。 

投球後もラインを踏んだり、超えてはいけません。   →相手のボールになります。 

    

 

「２」オーバーラインキャッチ  

    ボールを取る時に、ラインを踏んだり超えてはいけません。→内野・外野問わず相手のボールになります。 

「３」ホールディング 

   相手のコートに転がっているボールをかき寄せて拾ってはいけません。（空中はＯ．Ｋです） 

 →ボールのあったところのボールになります。    

 



「４」内野同士外野同士のパスの禁止 （ダブルパス） 

   味方の内野同士・外野同士のパスは禁止いたします。→相手の内野ボールになります。 

「５」時間かせぎのパスの禁止  

味方同士の内野・外野間のパスは、３回までといたします。 

４回行った場合は、相手の内野ボールになります。 

但し、相手の内野に攻撃をした結果、味方の内野及び外野にボールが渡った場合はパスと見なしません。 

基本的には肩より上のボールはパスとみなしますが、主審の判断により決定します。（主審がパスとみな

した場合は、手を上に挙げて指で回数を表示し、カウントします） 

 

「６」５秒ルール  ※こちらはタイムウォッチを使用して副審が行う。 

  ボールを取ってから５秒以内に投げなければなりません。→相手の内野ボールとなります。 

 

「７」タッチ・ザ・ボディー 

試合中、わざと相手の選手に触れてはいけません。→相手のボールとなります。 

    

（１１）プレーの中断と再開  

「１」プレーが止まったときは、両手でボールを持ち頭より上に挙げ、主審の笛の合図の後に、プレーを再開

します。 

 「２」選手以外の人が、ボールに触った場合はプレーをいったん中断し、主審の笛の合図の後にプレーを再開

します。 

「３」ファウルプレー（反則行為）をした場合は、いったんプレーを中断し、主審の合図でプレーを再開しま

す。 

 「４」その他、怪我などによりプレーが中断した場合は、主審判断のもとに、プレーを再開します。 

      

（１２）試合終了  

   審判のホイッスルで終了とします。 

   ホイッスルと同時に選手の手から離れたボールは有効とします。 

   試合が終わったら選手には座ってもらい主審が人数の確認をします。  

      その後、整列をしてありがとうございました。の挨拶と握手を交わしお互いの健闘を称えます。 

        

     （敗退したチームは決勝リーグに進むチームを同じリーグで真剣勝負をした仲間として応援しましょう） 

 

（１３）決勝リーグで決着がつかなかった場合 

決勝戦を除き全員のじゃんけんとします。 

(センターに並び、一斉に行います。) 

  じゃんけん方法は、対面の相手と一対一で行います。欠員の場合は不戦勝になります。 

  仮に７名対６名で対決した場合、１名は不戦勝として１勝にカウントします。 

決勝戦は３分間のサドンデスとします。内野の数がゼロになった場合には、その時点で試合終了としま

す。 

 

 

 



 

事前説明会後の大会ルールご指摘内容まとめ 

 

◆ 主審・副審・ラインズマンは、参加される子供達に行っていただきます。 

※試合時間の確認は、運営メンバーが行います。 

※ラインズマンの見落としは運営メンバーがサポート対応します。 

 

【主審の役割】 

① 主審は競技を監督し、進行させ、その最終判定を行う。 

② 主審は競技の開始から終了まで、全ての審判員及び競技者を指示できる。 

③ 主審は規則に明示されていない一切の問題を解決する権限をもっている。 

④ 主審はセンターラインの一方の内野ラインの上に位置する。 

 

【副審の役割】 

① 副審は主審に相対して、コートの反対側に位置し、主審の補助者となる。  

② センターラインの確認 

③ 内野から外野へのパス回数カウント 

 

【ラインズマンの役割】 

線審は主審を補佐し定められたラインを監視する。 

 

※但し、ルール上の反則行為の見落としの場合は、運営メンバーのサポートを行い試合進行させます。 

※きわどいジャッジ（衣服等に当たった等）は、子供たちの判断を尊重し試合を進行します。 

 

◆ ボールを避け、コート外でボールが当たった場合は、通常通りアウトと判定し、当たらなかった場合も通常

通りセーフと判定します。 

※原則試合中は、内野選手はコート内で試合を行います。万が一、ボールを避けた際、コートから出た場合

は、注意を促します。 

 

◆ プレー中断、再開時は、両手でボールを持ち頭より上に挙げ、主審の笛の合図の後に、プレーを再開する事

を運営メンバーがサポート対応します。 

 

 監督・選手・観客等は審判に対し、抗議やアピールをすることはできません。 

 抗議などで試合の進行や事業の進行を妨げた場合、退場となりますので絶対にしないでく

ださい。 

 保護者の方々の抗議等は、一切受け付けません。 

 主審、副審、ラインズマンは参加されている子供達です。子供たちの決断を尊重してくだ

さい。 

 


